
第 2790 地区ＲＬＩ

ＦＴ養成コース記録

２０２４年 6月 8日（土）　千葉市民会館



開講式
司会進⾏ RLI 推進委員会 委員 松岡 邦佳（⽊更津東 RC）

御挨拶 RLI ⽇本⽀部第 2790 地区 代表委員 梶原 等（千葉 RC）
みなさん、こんにちは。だいぶ暑くなってきましたが、⼟曜⽇のお休みのところ、
お集まり頂きまして、ありがとうございます。鵜澤ガバナーが、今⽇は、来ら
れなくなってしまって、少しお疲れが出ているようです。5 ⽉ 23 ⽇から、28 ⽇
までシンガポール国際⼤会に⾏ってきました。このなかでも何名か ⾏かれた
と思います。⼩久保さんは、また、来年カルガリーの⼤会の準備ということで、
⼤変お疲れ様でございます。シンガポールの国際⼤会での感想を少しお話させ
て頂きますと、登録の⼈数は、⽇本が⼀番多かったのですが、⽇が経つごとに、
だんだんだんだん、本会議場の⽇本⼈の数が減っていくという現象がありまし
た。私も実際に分科会に出て、会議をやっていたわけではないのですが、外国
⼈の⽅というのは、特に欧⽶の⽅だとか、そういった⽅が、⾮常に熱⼼に、国
際⼤会の会議を楽しんでいたようです。そういったなかで、私の前のガバナー、
漆原さんは、ずっと会議に出られていた話を聞きますと、ほとんど、この、⾏
動の話、Take Action のお話しが、ほとんどだったと。⽇本のロータリーは、
⽐較的この、職業奉仕、あるいは、職業倫理の精神の話を結構されますけれど、
そういったものは、当然出来上がっていたうえで、⾏動していくということが、
やっぱり我々のロータリーには求められているのかなと、そういうふうに感じ
られたそうです。私も、いくつかの会議をそばで⾒ていて、同じような事は、
感じました。今⽇は RLI のブラッシュアップセミナー、研修会ということで、
皆さんが、パートⅠ・Ⅱ・Ⅲと、勉強されたことを、磨きをかけて、来年度の
RLI のコースに、今度は皆さんが、ファシリテーターとして、活躍されるわけ
ですが、そのなかで、やはり国際ロータリーが、何を⽬指しているのか、また、



我々は、国際ロータリーの⼀員として、何をしていかなければいけないか。と
いうことを、根底に置いて頂いて、今⽇のブラッシュアップセミナーも、磨き
込んでいただければなと、こういう⾵に思っております。また、会議終了後は、
楽しい懇親会もありますので、そちらも楽しみにして頂いてですね、⻑い時間
にはなりますけれども、今⽇⼀⽇、お願いを申し上げます。よろしくお願い致
します。ありがとうございます。

御挨拶 RLI 推進委員会 委員⻑ 清⽥ 浩義（千葉 RC）
改めまして、みなさんこんにちは。⼤変お疲れ様です。今⽇の⼟曜⽇、RLI の
活動はずっと⼟曜⽇、ということで、ウィークエンドのなかお越し頂いて、あ
りがとうございます。今⽇は、ファシリテーター（FT）養成コースということ
で、御参加頂いた 10 名の皆さんにはですね、今⽇がそういう意味では、締め
くくりということになります。⾔い⽅が良いかどうかわかりませんが、「⽣き残
りの⽅々」、こう⾔ってもいいかもしれません。シリーズパートⅠのときは、皆
さんがこの会場にいっぱいになる、約 50 名近い、皆さんで、パートシリーズを
やって頂いて、その後卒後コースがあって、そして今⽇ということで、ありま
す。それぞれ、感慨無量のところが、おありだと思いますが、今⽇、実⾏委員
の皆さん来て頂いておりますが、我々実⾏委員からすると、「これからが始まり。」
ということですので、まさに、RLI の醍醐味というか、私⾃⾝が、今、強く感
じている事ですが、やはり RLI で、新たに次年度、新たな⽅々と、今⽇、御参
加のファシリテーターの資格を取られた⽅が、合間みえるという、そういう場
⾯が、始まりますので、是⾮是⾮、この、今⽇は養成コースということであり
ます。ちょっと、私のほうから、本当は我々、RLI 推進委員会も、今⽇が⼀番
最後、まあ、ちょっと補修もプログラムの予定もしておりますが、基本的には、

今⽇が最後ということで、本当に実⾏委員会の、推進委員会そし
て、実⾏委員会の皆さんにも、⼤変お世話になって、今年度の、
RLI 活動、皆さん盛り⽴てていただいたということで、あります。
今年度の RLI のプログラムはですね、私のなかでは、昨年度と、
昨年度以前と⽐較をして、⼤きな転換、ターニングポイントだと
思っています。何がターニングポイントといいますと、今⽇、御
参加を頂いているファシリテーター、養成コースを終わった皆さ
んに、ガイドブックという、ファシリテーターガイドブックとい
うのを、差し上げたいと思っております。これを、差し上げます。
私⾃⾝も、今年度から、このファシリテーターガイドブックとい
うようなものが、出来たんですが、このなかを読んで、ファシリ
テーションとは、なんなんだろうというのを、昨年までの、私の
なかでも、昨年までの私⾃⾝と、それから今年、これをつぶさに
読みながら、ファシリテーションさせて頂く、私の気持ちのなか
で、すごく、違った感じが、しています。ある意味では、今回、

FT ファシリテーター

ガイドブック



昨年までは、ここに、DL 養成コースと書いてあったのですが、今年はファシ
リテーター（FT）養成コースですから、そう考えたら、我々実⾏委員は、みん
な DL としての養成をしたんですが、今回、御参加の皆さんも、ファシリテー
ター（FT）としての、養成コースということですので、今まで以上に、中⾝の
濃い、話し合いができるのじゃないかな、して頂けるんじゃないかなというふ
うに、思っています。最後になりますが、次年度は、今、後ろに座って頂いて
いる、吉⽥さんが、RLI 推進委員⻑ということで、お願いすることに、上⼿く
バトンを渡したいというふうに思っています。また、吉⽥さんからお話がある
かもしれませんが、次年度は、寒郡ガバナーは、様々な機会に、ファシリテー
ション、みんなでこう、話し合う場を沢⼭作りたい。というような、⽅針でい
らっしゃいますが、今回、御参加頂いているファシリテーターになられる皆さ
んが、次年度、そういうところで、単なる、RLI のプログラムのなかで、ファ
シリテーターとしてご活躍頂くだけではなくて、次年度の⾊々な場⾯で、ファ
シリテーターとして、地区の活動に御参加頂く機会も増えるんではないかなと
いうふうに、思っています。ということで、今⽇は、中⾝の濃い、話し合いが
できることを、楽しみにしながら、そして、今年度最後ということで、皆さん
にお礼を申し上げながら、御挨拶とさせて頂きたいと思います。今⽇、⼀⽇、
よろしくお願いいたします。（会場 拍⼿ 拍⼿）

開講にあたって  RLI 実⾏委員⻑  ⻘⽊ 洋明（千葉北 RC）
皆さん、こんにちは。私のほうからはですね、訂正の変更事項があります。そ
ちらのほうを報告させて頂きます。

3 ⾴ 本⽇参加 10 名になります。
鎌ヶ⾕ RC 星本 慎児 様 ⽋席

船橋南 RC ⽥中 ⼀邦様 参加
東⾦ RC 菅原 祐輔 様 参加

5 ⾴ 
グループ A 3 階特別会議室① 変更  →  4 階第 3 会議室
グループ B 3 階特別会議室② 変更  →  4 階第 4 会議室

A グループと B グループの⼈は、気を付けて頂ければと思います。

5 ⾴
グループ A
東⾦ RC 菅原 祐輔 様 追加してください。



グループ B 柏⻄ RC 櫛⽥ 仁⼀様 ⽋席
グループ C 千葉東 RC ⼿塚 隆雄様 ⽋席 
  → 千葉 RC 櫻井 宇⼈様 追加

6 ⾴
鎌ヶ⾕ RC 星本 慎児 様 ⽋席  → 船橋南 RC ⽥中 ⼀邦様 追加

よろしくお願いいたします。2 ⾴を⾒て頂きたいのですが、これから各部屋に
移って頂きまして、セッション 1 〜セッション 4 ということで、だいたい受講⽣、
2 回ずつ今回やってもらう形になるんですが、各チームリーダーのなかでです
ね、例えば実⾏委員のほうで⾒本を⾒せてから、受講⽣にやってもらうという
形をとってもいいですし、リーダーにそこらへんはまかせますんで、2 回やっ
てみたいという⽅がいたら是⾮、2 回までできるような、形にセッションなっ
ています。実践の研修はですね、皆さんにメールのほうを送らせて頂いたので
すが、⾃由な課題で、セッションテーマを決めてもらって、その内容について、
ファシリテーションしてもらう。という形になりますので、フィードバックと
いうのはですね、5 分間、良かった点、悪かった点、こういったものを、部屋
の全員とですね、共有して次のセッションに繋いで、繋げられるように、話し
合うという場を設けていますので、よろしくお願いします。4 時 40 分に、こち
らのほうで、終了となりませんで、鍵を必ず、5 時までに返さなければならな
いので、4 時 50 分に下の⽅に鍵の⽅を、周藤さんに。副委員⻑周藤さんのとこ
ろに、リーダーのほうは、渡していただければなあと、というふうに思います。
以上が今⽇の予定になりますので、是⾮ですね、初めての経験だと思いますんで、
ちょっと緊張するかと思いますけれども、頑張っていただければなあと、とい
うふうに思いますんで、よろしくお願いいたします。（会場 拍⼿ 拍⼿）

Ａグループの様⼦



B グループの様⼦

C グループの様⼦

D グループの様⼦



閉講式
司会進⾏ RLI 推進委員会 委員 松岡 邦佳（⽊更津東 RC）

養成コース修了書授与
RLI ⽇本⽀部第 2790 地区 代表ファシリテーター 梶原 等

修了証書授与 ならびに ファシリテーターガイドブック授与

FT ファシリテーター

ガイドブック

⽥中  ⼀邦（船橋南）・中野 陽介（船橋みなと）・藤井 謙逸（習志野）・細⽥ 伸⼀（浦安ベイ）・
佐藤 幸⼈（浦安ベイ）・伊藤 優花（浦安ベイ）・船⽊ 幹夫（千葉港）・武藤 友和（松⼾東）・
嶋野 壱平（流⼭）・菅原 裕輔（東⾦）
以上 10 名

本⽇修了された⽅は、RLI 第 2790 地区 第 14 期 FT 資格取得者となります。よろしくお願いいたし
ます。



次年度 RLI 委員会 委員⻑ 吉⽥ 理愛（勝浦 RC）
皆さん、今⽇は、遅い時間までお疲れ様でございます。今⽇、皆さんは晴れて
ファシリテーター（FT）と、なりました。そして、昨⽇クラブオールでですね、
案内を流させて頂きましたが、昨⽇流したので、たぶん来週の例会で幹事報告
されると思うのですが、まだ 7 ⽉⼊ってすぐに、

第 1 回ファシリテーターの
ブラッシュアップ研修会が、
7 ⽉ 6 ⽇⼟曜⽇に開催します。

この⽇だけ、ちょっとここの場所（千葉市⺠会館）を取れなくて、千葉県教育会館、
県庁⼿前のビル。になります。その場所で 7 ⽉ 6 ⽇⼟曜⽇、13 時 15 分登録開
始。となっております。是⾮、御参加くださいますよう、お願い申し上げます。
その後の予定は、

8 ⽉最初の⼟曜⽇に、
第 2 回ブラッシュアップを（千葉市⺠会館）
でやります。
RLI パートⅠⅡⅢが、9 ⽉ 10 ⽉ 11 ⽉とあります。
9 ⽉ 14 ⽇ 10 ⽉ 14 ⽇ 11 ⽉ 4 ⽇

とございますので、是⾮ともお時間と御都合を合わせて頂きまして、御参加く
ださいますよう、⼀緒にやっていただきますように、お願い申し上げます。私
からは、今⽇は、以上です。

閉講にあたって RLI 推進委員会 副委員⻑ 周藤 ⾏則（浦安 RC）
次、焼き⾁待っているんで、早く（会場 ⼤笑）します。⼀年間、あっという
間でしてね。本当に早かったですね。こうやって、皆さんと⼀緒に、セッショ
ンができて、楽しかったです。皆さん、ファシリテーターとしての資格をお取
りになったので、⾃分たちが感じたこの楽しさを、次世代の受講の⽅に、お伝
え頂きたいなと、いうふうに思っております。⾮常に⻑丁場でしたけれども、
皆様おめでとうございます。そして、ありがとうございました。以上です。

（会場 拍⼿ 拍⼿）



RLI 第 2790 地区 第 14 期 FT 資格取得者
⽥中  ⼀邦（船橋南）・中野 陽介（船橋みなと）・
藤井 謙逸（習志野）・細⽥ 伸⼀（浦安ベイ）・
佐藤 幸⼈（浦安ベイ）・伊藤 優花（浦安ベイ）・
船⽊ 幹夫（千葉港）・武藤 友和（松⼾東）・
嶋野 壱平（流⼭）・菅原 裕輔（東⾦）
以上 10 名

RLI 実⾏委員会
梶原 等（千葉）・海寶 勘⼀（千葉⻄）・
清⽥ 浩義（千葉）・周藤 ⾏則（浦安）・
⻘⽊ 洋明（千葉北）・松岡 邦佳（⽊更津東）・
東 孝俊（千葉）・神﨑 誠（成⽥）・
⼭本 衛（松⼾⻄）・狩野 ⽂夫（船橋）・
吉⽥ 理愛（勝浦）・⼤野 雅章（千葉）・
⽮野 憲治（千葉中央）・⼩久保 和⼦（⼋街）・
坂下 雅紀（千葉東）・⼭本 要⼦（千葉港）・
⽯引 美貴（千葉南）・⼤塚 孝典（浦安ベイ）



ＦＴ養成コース 修了者

⽥中  ⼀邦 ( 船橋南 ) 中野陽介 ( 船橋みなと ) 細⽥伸⼀ ( 浦安ベイ ) 佐藤幸⼈ ( 浦安ベイ ) 伊藤優花 ( 浦安ベイ )

船⽊ 幹夫 ( 千葉港 ) 藤井 謙逸 ( 習志野 ) 菅原 裕輔 ( 東⾦ )武藤 友和 ( 松⼾東 ) 嶋野 壱平 ( 流⼭ )

RLI 第 2790 地区 第 14 期ＦＴ資格取得者


